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令
和
５
年
度
決
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審
査
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な
る
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算
特
別
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９
月
13
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・
17
日
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３
日
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し
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委
員
長
に
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田　
淳
議
員
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副
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に
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員
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選
任
さ
れ
、
審
査
し
ま
し
た
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私
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金
は
ど
う
使
わ
れ
た
？

　
令
和
5
年
度
の
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入
・
支
出
を
一
斉
チ
ェ
ッ
ク
！

令和５年度
決算審査

国内交流事業補助金

小野　誠 議員
　補助の実績、内訳は。

答　弁
　５級が36人、４級が48人、３級が53
人、準２級が８人、合計145人です。

桑田公憲 議員
　対象団体の名称と件数は。

答　弁
　平川市の連合獅子踊保存会、平賀登山囃
子保存会、柏木町荒馬保存会、八幡崎郷土
芸能保存会、古懸獅子舞保存会、御関所太
鼓保存会の６団体です。令和５年度は、平
賀登山囃子保存会、柏木町荒馬保存会、古
懸獅子舞保存
会、御関所太
鼓保存会の４
団体が補助を
受けています。

葛西勇人 議員
①国内交流の派遣生の実績は。
②どのような効果が出ているか。
③事業の課題は。

答　弁
①�平川市からの派遣生は７名、引率は３名
です。南九州市からの派遣生は７名、引
率は３名です。
②�参加した派遣生が異文化を知ること、逆に
受入れを通して平川市の文化を再認識、社
会性の育成の効果があると考えています。
③�ホームステイの受入れが難しい家庭が多
く、参加者の募集に苦労しています。

山谷洋朗 議員
　委託先と１月の業務日数は。

答　弁
　ＩＣＴ支援員の人数は６名で、市内小学
校９校に毎月１回派遣しています。年間の
総数は108回です。

齋藤律子 議員
　援助費、奨励費の内容は。

答　弁
　要保護・準要保護児童援助費の対象児童
は145名で、支給総額は431万7,631円で
す。新入学学用品費、学用品及び通学用品
費262万6,026円、修学旅行費98万8,617
円、校外活動費、体育実技用品費70万
2,988円です。特別支援教育就学奨励費の
対象児童は46名で、支給総額は70万2,022
円です。新入学学用品、学用品費等44万
1,824円、修学旅行費６万4,740円、校外
活動費、体育用具費、19万5,458円です。

石田隆芳 議員
　補助金の内容、出場選手数と
成績は。

答　弁
　開催地の自治体として共催し、運営費の
一部として５万円を補助しています。柏木
農業高校から男子２名、女子１名の３名が
出場し、男子は96キロ級で第４位、102
キロ超級で第７位、女子は64キロ級で第
６位の成績を収めています。

学校ＩＣＴ支援業務委託料

要保護・準要保護児童援助費、
特別支援教育就学奨励費

東北高等学校ウエイトリフティング
競技選手権大会補助金

英語検定料補助金

無形文化財保存継承事業補助金

　教　　育

令和５年度の歳入・歳出
が適正であったかどうか、
全議員で慎重に審査・討
論しました。

原田　淳 委員長中畑一二美 副委員長

決算特別委員会の録画
映像は、YouTubeにて�
ご覧いただけます。

平川市議会YouTubeチャンネルはこちら

古懸獅子舞保存会 2



職員全体研修委託料

PCB調査委託料

結婚新生活支援補助金

市債管理基金積立金

ロマンロード見本庭園撤去工事

中畑一二美 議員
　実施した内容は。

答　弁
　職員研修計画に基づいて実施しており、議会研修とし
て24万7,500円。業務改善研修として40万5,350円です。

齋藤律子 議員
①委託の内容は。
②継続して実施するのか。

答　弁
①�PCB特別措置法によって令和９年３月末までに処分が
義務付けられていることから、財政課が管理する施設
の照明器具に低濃度PCBが含まれていないかの調査に
なります。結果として、含
まれている可能性のある機
器はありませんでした。
②�各担当課で確認や委託を
しており、今後も継続し
て調査します。

小野　誠 議員
①件数と支出の内訳は。
石田昭弘 議員
②�すこやか住宅支援事業補助金と結婚新
生活支援補助金の併用は可能か。
石田隆芳 議員
③申請者の地域の内訳は。

答　弁
①�令和５年度実績は12世帯です。住宅取得費用が５
世帯で270万円。リフォーム費用が１
世帯で60万円。賃借費及び引っ越し費
用が６世帯で264万1,000円です。
②併用も可能です。
③�平川市内が10名、黒石市が６名、弘前市が４名、
青森市が２名、その他県内市町村が２名です。

葛西勇人 議員
①５億円の積立て理由は。
②�尾上分庁舎改修事業の４億円の補正と
の関係は。
③市債管理基金への積立ての考え方は。

答　弁
①�新本庁舎の建設事業などの大型事業の償還が始まっ
ており、今後の公債費の割高が見込まれるためです。
②�４億円の補正は、合併特例債の残り分と合併振興基金
で対応するため、市債管理基金との関係はありません。
③�令和６年度は市債管理基金に積み立てており、余
剰の額を見ながら財政調整基金、公共施設整備基
金のバランスを考えて判断しています。

石田隆芳 議員
　工事は完了したのか。また、各造園会
社に負担金は発生したのか。

答　弁
　完了後には芝生広場として整備するため、今年
度は張芝工事を９月30日までの工期で実施します。
また、負担金はありません
が、廃業していない造園事
業者は、自社で見本庭園を
撤去してもらい、残りを市
が撤去しています。

市の姿勢・まちづくり

地方交付税 尾上分庁舎大規模改修事業
福士　稔 議員
①�起債事業などで交付税算入されている金額は。
②算入方法は。

答　弁
①令和５年度で14億7,000円程度です。
②�４月、６月、９月、11月の年４回に分けて算入されます。

北山弘光 議員
　起債の内訳、充当率、メリットなどは。

答　弁
　合併特例債の充当率は95％で、事業費728万6,400円の
うち、690万円が起債額です。メリットは、交付税算入され
ることで市の持ち出し分がおよそ３分の１になることです。

火葬業務等委託料
佐藤　保 議員
①市内・市外別の対応件数は。
②クレーム等はあったか。

答　弁
①�やすらぎ聖苑は人体が市内489件、市外113件の計
602件、小動物が市内207件、市外48件の計255
件です。碇ヶ関斎場は人体のみで市内47件です。

②�他自治体でも受託している業者で、クレームはあ
りませんでした。

令和６年10月張芝工事後の元見本庭園

調査した照明設備
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葛西厚平 議員
　法人化の実績件数と法人化の目的は。

答　弁
　令和５年度は１法人に16万7,713円を交付しま
した。法人化の目的として、金融機関や取引先の信
用向上、また事業展開の可能性が広がるなど、経営
上のメリット、融資面のメリットがあるためです。

葛西勇人 議員
①増額の内訳は。
②�10市大祭典でPRの結果、成功した点と
課題は。
③平川ねぷたまつりに生かせる部分はあったか。

答　弁
①�令和４年度の決算額は111万5,400円です。令和５
年度決算額は、平川ねぷたまつりの広告費用に93万
5,000円、フラッグ設置費用に20万9,000円で、これ
に10市大祭典の1,439万450円が加わったためです。
②�２日間で14万人の来訪者があり、当市の祭りや
食、物産など県内外へのPR、知名度の向上が図
られたことです。また、会場付近の道路渋滞や混
雑を回避できたことです。一方、イベント周知が
遅かったこと、メイン会場からブランドフェア会
場までの間を周遊させる工夫が必要であることが
課題と考えています。
③�トイレの清潔感の確保など、今まで気づかなかっ
た課題があらわになりました。問題意識を持って
イベントに臨むことができたことが今後に生かせ
ると考えています。

工藤秀一 議員
①面積、件数、地域は。
②放任園は減っている傾向にあるのか。

答　弁
①�本町地区と光城地区の２件で伐採処理面積は、本
町地区1,120平方メートル、光城地区が2,127平
方メートルの計3,247平方メートルです。
②�現在、市で把握している面積は、３地区で４万5,767
平方メートルで、横並びで推移している状況です。

山谷洋朗 議員
　事業の実績と成果は。

答　弁
　平賀地域では、平賀地域にぎわい創出実行委員会
が平賀駅前ふれあいタウンひらかお客様感謝祭とし
て２つのイベントを開催しました。第１弾は、その
場で当たる豪華商品あげるあげるスクラッチの実施
で、スクラッチくじを6,000枚配布。第２弾は、大
人のほろ酔いピーチバレンタイン・イヴの開催で、
48名が参加しました。
　尾上地域では、尾上地域にぎわい創出事業実行委
員会がおのえ夏まつりを開催し、来場者数は2,090
人でした。
　碇ヶ関地域では、碇ヶ関地域にぎわい創出事業実
施委員会がⅠ♡ＣＵＲＲＹヶ関カーニバルを開催し、
来場者数は3,000人でした。
　各地域の住民や地元商店などが協働することで、
地域の一体感の醸成と
にぎわいが創出できた
こと、参加者や来場者
との交流を通じて交流
人口の拡大につながっ
たのではと考えます。

桑田公憲 議員
　活用実績、作目は。

答　弁
　営農団体１件と個人
２件の計３件に162万
4,273円の補助をしまし
た。品目はシャインマス
カットのみです。

農業経営法人化支援事業補助金

主要イベントPR委託料

鳥獣被害防止対策実施隊報酬

放任樹処理対策委託料

にぎわい創出事業補助金

特産果樹産地育成・ブランド確立
事業補助金

佐藤　保 議員
①内訳、内容は。
②クマ対策で変わった点は。

答　弁
①�実施隊30名の報酬額で、４月、５月、３月中旬から３
月末までで、実施隊が活動した2.5か月分のものです。
②�昨年度の報酬１回当たり1,000円が、今年は
1,200円になっています。

 産 業 ・ 観 光

Ⅰ♡ＣＵＲＲＹヶ関カーニバルの様子
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工藤秀一 議員
①前年度と比べて増額した理由は。
②�市内・市外の介護サービスの利用施設
について。
答　弁

①�社会福祉法人等において軽減を実施した人数が前
年度に比べて延べ28名増えたためです。
②市内に２施設、市外に１施設の３施設あります。

石田昭弘 議員
　収入済額が低くなった原因は。

答　弁
　インセンティブ交付金と呼ばれる２つの交付金の
評価指標や配点基準が重複していることから、国の
推進交付金の予算額が削減されたことなどが要因の
１つであると考えます。

小野　誠 議員
①内容と委託先は。
石田昭弘 議員
②�集計結果の公表等は考えているのか。
齋藤律子 議員
③集計結果の主な内容は。

答　弁
①�就学前の児童を養育する全世帯934件に調査票を
配布し、子育てに関わっている方の状況、保護者
の就労状況など、国から示されている設問項目に
ついての調査です。回答に基づき、必要量を見込
んでおり、934件中653件から回収し、回収率は
69.9％です。
②�令和６年度第１回平川市子ども・子育て会議で、
結果の概要を説明していました。今回の質問を受
け、ホームページでの公表を検討します。
③�自由意見として、習い事の送迎サポートや公園の
整備、小児科の設置といった内容が寄せられまし
た。

低所得者利用者負担対策事業費補助金

シルバー人材センター運営費補助金

予防接種委託料

保険者機能強化推進交付金

子ども・子育て支援事業ニーズ調査委託料

石田隆芳 議員
①前年度と比べて減額した理由は。
葛西勇人 議員
②�市の補助の減額が見込まれたとき、一
時的に据え置いた補助とすることは可
能か。
答　弁

①�シルバー人材センター運営費補助金は、シルバー
人材センターの収支の不足分を国と市の補助金で
２分の１ずつ補うものです。最低賃金の増や物価
高騰による材料費の増などを見込みましたが、結
果的に見込みより少ない実績となったためです。
②�補助金は内容を査定の上、算定しています。根拠
が明確に示されない場合は、過去３か年の平均額
を用いるなどの査定を行い、補助額を設定してい
ます。

葛西厚平 議員
　不用額が発生した理由は。

答　弁
　新型コロナウイルスワクチンの接種に係る予防接
種委託料、コールセンター設置運営委託料、集団接
種会場設営運営委託料の３事業があります。要因と
しては、令和５年５月に新型コロナウイルスが５類
感染症に移行したことに伴い、コールセンターの規
模を縮小したこと、国からの通知で、個別医療機関
を中心に接種を進める体制が示され、市では集団接
種を行わなくなったためです。

　　福 祉・医 療

中畑一二美 議員
　平川診療所の備品購入の内容は。

答　弁
　ＦＣＲシステムという、撮影したレントゲン写真
をデジタル化し、医師のパソコンに表示するシステ
ムの更新です。

備品購入費

令和5年度決算を認定しました。
こ の よ う な 審 査 を 経 て、平 川 市 議 会 は
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葛
か
西
さい
厚
こう
平
へい
 議員

地区防災計画

質 問 事 項 質問議員 ページ
地区防災計画 葛西　厚平 P6
平川市産業振興に係る基本構想 葛西　厚平
農業経営収入保険制度加入促進事業 葛西　厚平
集会施設 葛西　厚平
尾上分庁舎改修後の運営 葛西　厚平
平川市の小中一貫教育 佐藤　　保 P7
森林経営管理制度 佐藤　　保
後期高齢者対策 佐藤　　保
りんごの不受精花による現場の
状況と今後の対応 福士　　稔 P7

尾上分庁舎改修後の運営 福士　　稔
ごみ収集の課題と対策 工藤　秀一 P8
除雪問題 工藤　秀一
屋外で働く市職員の暑さ対策 中畑一二美
公共施設のネーミングライツ（命名権） 中畑一二美
ひらかわドリームアリーナへの道路標識 中畑一二美
小・中学校の学習環境 中畑一二美 P8
働き方改革とコミュニティ・スクール 中畑一二美
家庭ごみ収集に関する方針 葛西　勇人
若者や女性の移住・定住推進 葛西　勇人 P9
令和４年度財政状況 葛西　勇人
生活保護世帯に対するエアコン設置 齋藤　律子
農業問題 齋藤　律子
高齢者ふれあいセンターの廃止 齋藤　律子 P9
尾上分庁舎改修工事 齋藤　律子
教育環境の充実 山谷　洋朗
教科の検定料の助成 山谷　洋朗 P10
尾上分庁舎改修事業の経過 北山　弘光
市の力を入れている祭り 北山　弘光
高齢者の住みよいまちづくり 北山　弘光 P10
観光基盤整備 石田　昭弘 P11
ねぷたまつり 石田　昭弘
尾上分庁舎改修工事 石田　昭弘

平川市の今とこれから

一般質問
　平川市のいろいろな課題等について、議員が市に考
えを聞くのが一般質問。
　全質問項目は下表のとおりです。
　議会だよりでは、質問した議員ごとに１項目を抜
粋・要約して記載しております。

今回は10名の議員が質問しました

平川市議会会議録

一般質問一般質問の全文は平川市ホームページで読むことができます。
インターネットで「平川市議会　会議録」と検索するか
QRコードをご利用ください。

令和４年８月の大雨では多くの被害をもたらしました

公助に頼らない
住民同士の助け合いを

ひらかわ市議会だより 第76号 6



議
員
７
月
の
議
員
研
修
で
、

義
務
教
育
の
理
想
を
追
求
し

た
義
務
教
育
学
校
を
視
察
し

た
。
中
央
審
議
会
で
は
、
新

し
い
時
代
の
義
務
教
育
と
し

て
、
小
中
一
貫
の
義
務
教
育

学
校
が
制
度
化
さ
れ
た
。
小

学
校
と
中
学
校
が
目
指
す
子

供
像
を
共
有
し
、
９
年
間
を

通
じ
た
教
育
課
程
を
編
成
し
、

系
統
的
な
教
育
を
目
指
す
こ

と
が
可
能
に
な
っ
た
が
、
小

中
一
貫
教
育
に
対
す
る
当
市

議
員
不
受
精
花
の
原
因
と

関
係
機
関
と
の
協
議
の
状
況

は
。

答
開
花
時
期
の
め
し
べ
の

乾
燥
、
マ
メ
コ
バ
チ
の
減
少

が
要
因
と
考
え
ま
す
。
市
で

は
い
ち
早
く
重
要
な
問
題
と

捉
え
、
県
主
催
の
会
議
へ
出

席
し
た
情
報
収
集
や
Ｊ
Ａ
津

軽
み
ら
い
と
マ
メ
コ
バ
チ
の

再
生
や
花
粉
な
ど
の
協
議
を

行
っ
て
い
ま
す
。

議
員
花
粉
の
自
家
精
選
に

の
考
え
は
。

答
当
市
に
合
っ
た
小
・
中

学
校
の
連
携
に
取
り
組
も
う

と
、
小
・
中
学
校
の
教
職
員

が
情
報
交
換
や
交
流
を
行
い

な
が
ら
、
小
学
校
教
育
か
ら

中
学
校
教
育
へ
の
円
滑
な
接

続
を
目
指
す
小
中
連
携
教
育

に
よ
り
、
対
応
し
て
い
ま
す
。

議
員
当
市
で
は
小
中
一
貫

教
育
の
必
要
性
を
ま
だ
感
じ

て
い
な
い
よ
う
だ
が
、
碇
ヶ

関
小
中
学
校
の
現
状
は
。

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
、
人
工
授
粉
の
市
の

考
え
は
。

答
個
人
や
地
域
全
体
で
農

業
者
が
花
粉
を
製
造
す
る
に

は
、
ノ
ウ
ハ
ウ
や
機
械
が
不

足
し
て
い
る
課
題
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。
市
で
は
、
県
や

り
ん
ご
協
会
、
Ｊ
Ａ
津
軽
み

ら
い
な
ど
と
連
携
し
、
人
工

授
粉
に
関
す
る
啓
発
と
必
要

な
支
援
を
検
討
し
ま
す
。

議
員
マ
メ
コ
バ
チ
の
再
生

答
碇
ヶ
関
小
中
学
校
は
、

小
中
併
置
校
で
あ
り
、
小
学

校
と
中
学
校
の
間
に
区
切
り

が
あ
り
ま
す
。
職
員
室
に
は

区
切
り
が
な
く
、
中
学
校
の

先
生
が
小
学
校
の
勉
強
を
受

け
持
つ
な
ど
、
で
き
る
範
囲

で
の
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

議
員
こ
れ
か
ら
は
、
小
中

一
貫
の
考
え
方
が
主
流
に
な

る
と
思
う
の
で
、
対
応
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。

に
向
け
た
方
策
は
。

答
国
・
県
の
支
援
が
打
ち

出
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
市

単
独
で
の
支
援
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。

議
員
国
の
花
粉
安
定
確
保

対
策
事
業
の
内
容
は
。

答
生
産
出
荷
団
体
や
都
道

府
県
等
を
対
象
に
、
花
粉
専

用
園
地
の
育
成
に
関
す
る
取

組
に
対
し
、
定
額
ま
た
は
２

分
の
１
以
内
の
助
成
を
す
る

も
の
で
す
。

佐
さ
藤
とう
　保

たもつ
 議員

平川市の
小中一貫教育

福
ふく
士
し
　稔

みのる
 議員

りんごの不受精花による現場の
状況と今後の対応

一般質問

７月に視察した北海道安平町立早来学園マメコバチの巣となるアシガヤの代替品

子どもの立場になって
考えた学校にする必要が
あります

来春の再生産に向けて、
急務です
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議
員
児
童
生
徒
が
学
校
で

使
用
し
て
い
る
学
習
机
は
、

授
業
の
際
、
教
科
書
や
ノ
ー

ト
な
ど
が
置
か
れ
、
近
年
で

は
１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

ま
す
ま
す
狭
く
な
っ
て
お
り
、

机
か
ら
物
が
落
ち
や
す
い
状

況
に
な
っ
て
い
る
。
市
外
の

中
学
校
で
は
、
既
存
の
机
に

天
板
を
後
付
け
し
、
机
を
広

く
使
用
し
て
い
る
。
天
板
に

よ
っ
て
物
を
落
と
す
の
を
防

ぎ
、
授
業
に
よ
り
集
中
で
き

る
よ
う
に
な
る
た
め
、
非
常

に
有
用
な
も
の
で
あ
る
と
感

じ
る
。
市
内
の
小
・
中
学
校

で
も
整
備
し
て
は
ど
う
か
と

考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

答
既
存
の
机
に
取
り
付
け
、

天
板
を
拡
張
す
る
製
品
は
、

拡
張
で
き
る
ほ
か
に
、
縁
の

部
分
が
ス
ト
ッ
パ
ー
の
役
割

と
な
り
、
落
下
防
止
機
能
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
学
習
環
境

に
お
い
て
有
用
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

机
が
大
き
く
な
る
分
、
歩
行

ス
ペ
ー
ス
が
な
く
な
る
、
圧

迫
感
を
感
じ
る
な
ど
の
学
習

環
境
上
の
課
題
が
生
じ
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
各
学

校
か
ら
授
業
の
実
情
や
必
要

性
な
ど
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
判
断
し
て
い
き
ま
す
。

議
員
子
ど
も
た
ち
へ
の
未

来
の
投
資
だ
と
考
え
、
ぜ
ひ

導
入
を
検
討
し
て
も
ら
い
た

い
。

中
なか
畑
はた
一
ひ
二
ふ
美
み
 議員

議
員
全
国
調
査
で
は
、
約

７
割
の
自
治
体
で
自
治
会
へ

の
非
加
入
者
が
地
域
の
ご
み

捨
て
場
を
利
用
で
き
な
い
問

題
が
あ
り
、
住
民
間
の
ト
ラ

ブ
ル
が
発
生
す
る
ケ
ー
ス
が

増
え
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。

当
市
に
お
い
て
、
町
会
未
加

入
者
の
ご
み
収
集
の
現
状
と

ト
ラ
ブ
ル
の
有
無
は
。

答
町
会
に
加
入
し
て
い
な

い
こ
と
を
理
由
に
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
制
限
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

市
で
は
既
存
の
ご
み
集
積
所

に
出
す
こ
と
を
認
め
て
お
り
、

大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
り
ま

せ
ん
。
今
後
も
町
会
等
の
協

力
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
が
、

町
会
が
負
担
し
て
い
る
、
ご

み
集
積
所
に
係
る
費
用
や
人

手
の
溝
を
埋
め
る
よ
う
な
対

策
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

議
員
近
年
、
集
積
所
が
遠

い
こ
と
や
足
腰
が
悪
い
こ
と

で
、
ご
み
出
し
が
困
難
な
高

齢
者
の
話
を
聞
く
こ
と
が
多

い
。
個
別
収
集
な
ど
の
ご
み

収
集
対
策
の
考
え
は
。

答
ご
み
収
集
の
時
間
等
が

定
め
ら
れ
て
い
る
中
で
は
対

応
が
難
し
く
、
検
討
課
題
が

複
数
あ
り
、
事
業
開
始
ま
で

至
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

県
内
の
一
部
自
治
体
等
も
参

考
に
し
な
が
ら
、
実
施
の
可

能
性
を
含
め
、
当
市
で
で
き

る
対
策
に
つ
い
て
引
き
続
き

協
議
し
て
い
き
ま
す
。

工
く
藤
どう
秀
ひで
一
いち
 議員

小・中学校の学習環境 ごみ収集の
課題と対策

物の落下防止など授業に集中できるメリットがあります

学習環境の整備を

市内の集積所

根本的な見直しが
必要です

一般質問

ひらかわ市議会だより 第76号 8



議
員
当
市
の
人
口
動
態
の

現
状
と
そ
の
課
題
は
。

答
15
歳
か
ら
19
歳
、
20
歳

か
ら
24
歳
の
転
出
超
過
が
続

き
、
特
に
女
性
の
転
出
超
過

が
多
い
状
況
で
あ
り
、
若
者

や
女
性
の
定
着
が
課
題
で
す
。

議
員
若
者
や
女
性
の
定
着

に
向
け
た
対
策
は
。

答
働
く
場
の
創
出
や
環
境

整
備
、
郷
土
教
育
の
充
実
や

情
報
発
信
等
が
重
要
と
考
え

て
様
々
な
取
組
を
実
施
し
て

議
員
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
の
廃
止
に
つ
い
て
は
、

８
月
27
日
に
住
民
説
明
会
が

開
催
さ
れ
た
。
私
も
説
明
会

に
参
加
し
て
み
て
、
高
齢
者

に
寄
り
添
っ
た
解
決
が
必
要

だ
と
強
く
感
じ
た
。
平
川
市

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

条
例
第
２
条
に
は
、「
高
齢

者
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
を
設
置

す
る
。」
と
書
か
れ
て
い
る
。

説
明
会
に
参
加
し
た
利
用
者

い
ま
す
が
、
一
朝
一
夕
に
は

解
決
で
き
な
い
大
き
な
課
題

で
す
。
同
様
の
課
題
を
抱
え

る
青
森
県
や
弘
前
圏
域
８
市

町
村
と
も
連
携
し
な
が
ら
、

若
者
の
人
口
移
動
の
特
徴
を

踏
ま
え
た
取
組
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

議
員
取
組
事
例
と
し
て
、

新
潟
県
十
日
町
市
で
は
、
若

者
が
何
と
な
く
県
外
の
大
学

に
進
学
し
、そ
こ
で
就
職
、結

婚
し
て
し
ま
え
ば
、
地
元
に

の
方
々
の
声
を
聞
い
て
、
こ

の
条
例
は
十
分
に
目
的
を
果

た
し
て
お
り
、
本
施
設
は
、

こ
れ
か
ら
も
存
続
す
る
べ
き

と
強
く
感
じ
る
。
条
例
に
定

め
ら
れ
た
、
高
齢
者
の
福
祉

増
進
の
た
め
の
施
設
を
廃
止

す
る
理
由
は
。

答
施
設
の
課
題
と
し
て
、

燃
料
費
等
の
高
騰
に
よ
る
維

持
管
理
費
の
増
加
、
施
設
及

び
設
備
の
老
朽
化
に
伴
う
修

繕
費
の
増
加
、
利
用
者
数
の

戻
っ
て
こ
な
く
な
る
と
い
う

危
機
感
か
ら
、
中
学
生
、
高

校
生
を
対
象
に
、
ま
ち
の
産

業
塾
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

当
市
で
も
検
討
で
き
な
い
か
。

答
全
国
の
先
進
事
例
を
参

考
に
、
周
辺
自
治
体
と
連
携

し
な
が
ら
取
組
を
進
め
ま
す
。

議
員
専
門
部
署
を
立
ち
上

げ
る
な
ど
、
平
川
市
総
力
で

連
携
し
て
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。
解
決
に
向

け
た
検
討
を
お
願
い
す
る
。

減
少
、
民
業
圧
迫
の
懸
念
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
今
後
、
人

口
減
少
に
伴
い
、
施
設
総
量

の
縮
減
、
公
共
施
設
の
コ
ン

パ
ク
ト
化
に
よ
り
供
給
量
の

適
正
化
を
図
る
た
め
、
廃
止

案
と
し
て
い
ま
す
。

議
員
説
明
会
に
は
、
五
十

数
名
が
参
加
し
て
い
た
が
、

参
加
し
た
利
用
者
は
市
長
と

の
話
合
い
を
望
ん
で
い
る
。

ぜ
ひ
話
合
い
の
場
を
検
討
し

て
ほ
し
い
。

葛
か
西
さい
勇
はや
人
と
 議員

若者や女性の
移住・定住推進

齋
さい
藤
とう
律
りつ
子
こ
 議員

高齢者ふれあい
センターの廃止

平川市移住ガイドと青森県ＵＩＪターンガイドブック高齢者ふれあいセンター

Ｕターンの促進を図る
しかけづくりを

市長との話合いを
望んでいます

一般質問
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議
員
買
物
難
民
が
当
市
で

も
増
加
し
て
い
る
が
、
Ａ
Ｉ

デ
マ
ン
ド
な
ど
市
の
対
策
は
。

答
市
の
対
策
と
し
て
は
、

Ａ
Ｉ
技
術
を
活
用
し
た
予
約

運
行
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

平
賀
・
尾
上
地
域
を
運
行
区

と
し
て
Ａ
Ｉ
デ
マ
ン
ド
交
通

に
切
り
替
え
る
こ
と
で
、
き

め
細
か
く
乗
降
ポ
イ
ン
ト
が

設
定
可
能
と
な
り
、
12
月
に

開
始
と
な
れ
ば
、
路
線
や
時

刻
表
に
縛
ら
れ
な
い
公
共
交

通
の
運
行
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
同
様

に
民
間
事
業
者
の
買
物
サ
ー

ビ
ス
等
を
支
援
し
ま
す
。

議
員
市
に
お
い
て
、
医
療

機
関
、
小
売
店
に
ア
ク
セ
ス

し
や
す
い
場
所
に
、
支
援
を

必
要
と
す
る
高
齢
者
の
集
合

住
宅
建
設
計
画
は
あ
る
か
。

答
高
齢
者
向
け
住
宅
は
、

民
間
の
活
力
と
創
意
工
夫
に

よ
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
等
の
法
人
に
よ
り
設
置
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
市
と
し

て
は
計
画
し
て
い
ま
せ
ん
。

議
員
お
年
寄
り
は
、
Ａ
Ｉ
、

電
話
予
約
、
相
乗
り
と
か
は

使
い
づ
ら
い
と
思
う
。
先
に

本
事
例
の
先
進
地
で
研
修
し

て
き
た
が
、
集
合
住
宅
方
式

に
向
け
、
考
え
方
を
変
え
て

い
く
理
念
に
立
っ
て
い
る
。

新
し
い
も
の
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
、
建
設
的
な
ア
イ
デ
ア
を

引
き
出
す
た
め
に
、
一
緒
に

考
え
て
い
き
た
い
。

北
きた
山
やま
弘
ひろ
光
みつ
 議員

議
員
当
市
で
英
語
検
定
だ

け
を
助
成
し
て
い
る
理
由
は
。

ま
た
、
助
成
の
対
象
教
科
を

拡
大
す
る
考
え
は
。

答
国
際
共
通
語
で
あ
る
こ

と
、
国
が
英
語
力
の
目
標
を

掲
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
英
語

検
定
の
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

対
象
教
科
の
拡
大
に
つ
い
て
、

受
検
は
そ
も
そ
も
個
人
の
資

格
取
得
で
あ
る
こ
と
、
英
語

に
比
べ
て
、
ほ
か
の
検
定
は

内
容
が
教
科
の
学
習
内
容
の

一
部
に
限
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

対
象
教
科
の
拡
大
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

議
員
英
語
を
好
き
に
な
っ

て
も
ら
う
こ
と
も
学
校
の
役

割
と
考
え
る
。
き
っ
か
け
づ

く
り
の
た
め
、
英
語
検
定
の

対
象
者
を
市
内
の
全
生
徒
と

し
て
は
。

答
合
格
を
意
識
し
た
学
生

と
差
が
出
る
こ
と
も
あ
り
、

全
生
徒
を
対
象
と
す
る
こ
と

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
市
で

は
、
市
内
の
児
童
生
徒
に
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
の

募
集
を
し
て
お
り
、
今
後
も

英
語
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

議
員
学
校
で
学
習
す
る
教

科
は
全
て
が
大
切
で
あ
る
と

い
う
姿
勢
で
児
童
生
徒
に
接

し
て
ほ
し
い
。
今
後
も
、
自

分
の
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張

る
こ
と
の
で
き
る
「
ひ
ら
か

わ
っ
子
」
を
育
て
て
く
れ
る

教
育
を
望
む
。

山
やま
谷
や
洋
ひろ
朗
あき
 議員

高齢者の住みよい
まちづくり 教科の検定料の助成

一般質問

イオンタウン平賀に停車する乗り合いタクシー

高齢者の
　　不安解消に向け

英語を好きになってもらうことも学校の役割です

検定を機とした、素質を
伸ばしてあげる教育は

ひらかわ市議会だより 第76号 10



議
員
車
で
出
か
け
る
場
合
、

一
番
の
課
題
は
駐
車
場
の
確

保
で
、
そ
れ
も
ど
れ
だ
け
目

的
地
に
近
い
場
所
に
あ
る
か

で
あ
る
。
あ
る
自
治
体
の
市

政
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
結
果
（
駐
車
場
に
つ
い

て
）
に
よ
る
と
、
目
的
地
か

ら
駐
車
場
ま
で
の
距
離
に
つ

い
て
、
半
数
以
上
の
方
が
３

０
０
メ
ー
ト
ル
（
徒
歩
３
分

程
度
）
ま
で
は
許
容
範
囲
と

回
答
し
た
と
の
こ
と
。
平
川

市
の
代
表
的
な
観
光
施
設
に

１
３
４
台
よ
り
駐
車
場
が
な

い
と
い
う
こ
と
は
、
誘
客
を

増
や
す
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
に

な
っ
て
い
る
と
思
う
。
こ
れ

ま
で
は
、
駐
車
場
の
整
備
は

考
え
て
い
な
い
と
の
答
弁

だ
っ
た
が
、
こ
の
問
題
を
解

決
す
る
た
め
の
手
だ
て
は
。

答
駐
車
場
を
会
場
近
く
に

求
め
る
こ
と
は
自
然
な
こ
と

と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
叶

わ
な
か
っ
た
場
合
に
、
次
の

駐
車
場
へ
ス
ム
ー
ズ
に
誘
導

す
る
こ
と
が
問
題
の
解
決
策

と
考
え
て
い
ま
す
。
現
状
で

は
、
周
辺
施
設
の
駐
車
場
に

収
容
の
余
力
が
あ
る
と
捉
え�

て
い
ま
す
の
で
、こ
れ
ま
で
の

人
員
に
よ
る
誘
導
の
ほ
か
、�

略
図
の
配
布
や
誘
導
看
板
を

増
設
す
る
こ
と
、ま
た
、既
設・�

臨
時
駐
車
場
の
開
設
状
況
を

こ
れ
ま
で
以
上
に
事
前
に
周

知
す
る
こ
と
な
ど
が
有
効
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

石
いし
田
た
昭
あき
弘
ひろ
 議員

観光基盤整備
令和６年度
青森県市議会
議員研修会

議員研修会

� 10月２日　八戸市

　10月２日に青森県市議会議長会による
研修会がグランドサンピア八戸で行われ
ました。県内10市の市議会議員が集まり、
跡見学園女子大学観光コミュニティ学部の
鍵屋　一教授を講師に「防災対策における
議会・議員の役割」をテーマとした講演が
行われました。
　近年は、これまでの常識が通用しない規
模の災害が多発していることから、議会に
おいても、常日頃の地域住民との良好な関
係構築や避難シミュレーションが重要であ
る旨の内容でした。また、災害発生時に議
会がとる行動として、地域支援活動や国へ
の要望などを担い、市職員の負担とならな
い行動をとることが重要であることを研修
しました。

猿賀公園北側駐車場の入り口
研修会場にて

早急な問題解決を
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バイオマス発電の取組・移住、定
住促進の取組・グリーンスローモ
ビリティの導入と活用・非居住住
宅利活用促進税と空き家対策

議員政治倫理条例の概要と課題に
ついての調査

●参加議員／葛西勇人議員、中畑一二美議員

●参加議員／葛西勇人委員長、葛西厚平副委員長
　　　　　　中畑一二美委員、小野　誠委員、水木悟志委員
●オブザーバー／石田隆芳議長

（
岡
山
県
）真
庭
市
、新
見
市
、高
梁
市
、（
京
都
府
）京
都
市

つ
が
る
市
議
会

　11月５日から８日にかけて岡山県と京都府で実
施しました。真庭市におけるバイオマス発電の取組
については、効率的なエネルギー利用の推進のため、
木質バイオマス発電を行っている取組を視察しまし
た。電力や廃熱の利用状況、事業の予算額、決算額
について、課題解決による、快適な生活環境改善の
実現に向けて意見交換しました。
　新見市の移住、定住促進の取組については、当市
と同規模の自治体である新見市において行っている
事業を視察しました。事業の取組の体制やフロー、
課題などについて研修し、当市の状況を紹介しなが
ら意見交換しました。
　高梁市のグリーンスローモビリティ（時速20㎞
未満で公道を走る電動車）の導入と活用については、
町並みを観光できるコースを走行する実証運行から
導入に至るまでの概要を研修し、民間との提携体制
や導入効果、事業実施後の課題などについて意見交
換しました。
　京都市の空き家対策については、総合的な空き家
等の管理・活用に係る取組の内容・実績を紹介いた
だくとともに、その中でも特に子育て世帯向けの住
宅確保を目的に、非居住住宅（空き家・別荘など）
の流通や利活用を促す、全国初の税制「非居住住宅
利活用促進税」（令和８年度以降に開始予定）の制度
概要・導入に向けた取組について研修し、当市にお
ける空き家対策解消の解決手法となりえるか、課題
や今後期待する効果などについて意見交換しました。

　10月24日、つがる市役所で実施しました。当市議
会の議会改革特別委員会では、平川市議会議員政治
倫理条例の制定に向け、条例案の審査をしています。
　先進事例として、県内で制定したつがる市議会を
調査し、制定に至るまでの流れや現状の課題、今後
の議会改革の取組について意見交換しました。
　つがる市議会では本条例を平成25年に制定し、
社会状況の変化や法改正などを踏まえてブラッシュ
アップを行い、議員の活動原則を遵守し、より一層
信頼されて責任を果たせる議会となるよう努めてい
ます。
　意見交換時には、策定に至る上で留意した点につ
いて質問があり、担当者から「議員の活動をどこま
で規制し、政治倫理基準などを設けるかがポイント
となる。規制し過ぎると議員の政治活動に影響を与
えかねず、議員のなり手がいなくなる恐れもあり、
その調整に苦慮した。」との回答がありました。
　また、納税や兼業の報告義務を規定している点に
ついて質問があり、担当者から「議員の資格として
当たり前の納税義務を果たしているのかを確認する
とともに、議員の兼業禁止規定に抵触しないように
警告をする意味であえて規定をしている。」との回
答がありました。これ以外にも様々な情報交換をし
て、調査をさせ
ていただきまし
た。
　今後は、これ
らの調査を踏ま
えて委員会内で
再協議をすると
ともに、全議員
とも意見交換を
しながら、納得
と共感が得られ
る条例案の策定
を進めます。

市議会では、まちづくりの参考、政策立案の実現に向
け、先進地事例を学ぶため視察研修を行っています。
市政の重要課題について分析や理解を深め、執行
機関の監視機能の強化を図るため研修した内容を
報告します。

議員研修
　　視察報告

視察研修報告（市政公明） 所管事務調査（議会改革特別委員会）

つがる市役所にて

真庭市　バイオマス発電

高梁市　グリーンスローモビリティ

新見市　移住、定住促進

京都市　非居住住宅利活用促進税と空き家対策

ひらかわ市議会だより 第76号 12



本庁舎委員会室１、碇ヶ関浄化センター、松崎地区農業集落排水処理施設

平川市下水道事業の現状と課題
●参加議員／水木悟志議員、北山弘光議員、石田隆芳議員、
　　　　　　佐藤　保議員、原田　淳議員

　10月30日、平川市下水道事業の現状と課題について実
施しました。上下水道課職員による研修では、下水道の役
割や平川市下水道事業の概要、施設の状況や今後の課題に
ついて説明を受け、質疑応答では、委員から市内の農業集
落排水処理施設の今後について質問があり、人口減少を加
味した最適な方法を検討していくと説明があるなど、平川
市下水道事業の現状と課題について理解を深めることがで
きました。
　その後、碇ヶ関浄化センター、松崎地区農業集落排水処
理施設において委託業者の説明の下、現地調査を行いまし
た。汚水処理のフローを間近で調査し、下水道が生活にお
ける重要なインフラであることを再認識し、今後の下水道
のために処理施設の現状を把握することができました。

平川市子ども議会
　10月24日、平川市議会議場において「平川市子ども議会」がオンライン
開催されました。市内全９小学校の代表者が一般質問をする議員になり、各
テーマについて多様なアイディアを提案し、市政への関心を深めました。
　児童はオンラインで各小学校から質問し、市長をはじめ、担当課職員は議
場から答弁しました。

答弁する長尾市長

所管事務調査（建設経済常任委員会）

委員会室１における研修

碇ヶ関浄化センターの汚泥処理機械設備

金田小学校

猿賀小学校 柏木小学校 碇ヶ関小学校 平賀東小学校

大坊小学校 小和森小学校 松崎小学校 竹館小学校

住みやすく、
　にぎやかな平川市
　　　　　�にしよう

農業応援！
　農業いっぱい
　　　　　� 平川市

時間管理を
　しっかりした
　　�平川市にしよう

平川市を
ねぷたグッズでもっと
� 活気ある町にしよう

魅力ある平川市を
　みんなに知って
　　　　� もらおう

平川市の

　　風景を変えよう

防災につよい

　　�平川市にしよう

環境を整備し
　人が集まる
　　�平川市にしよう

「おいしいものが
 盛りだくさん」の
　　�平川市にしよう

1席

2席 3席 4席 5席

6席 7席 8席 9席
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議会だよりは　３月・６月・９月・12月　の年４回発行。次号は　　　　　 発行の予定です。3月15日

請願・陳情は平日の
午後５時までにご提出願います。

平川市議会広報特別委員会
委 員 長　石　田　昭　弘
副委員長　中　畑　一二美
委　　員　小　野　　　誠
　　　　　北　山　弘　光
　　　　　山　谷　洋　朗
　　　　　佐　藤　　　保

お問合せは
議会事務局へ

☎0172-55-5792
（事務局直通）

提出方法はこちらから▶

令和７年 第１回定例会は
3月3日からの予定
開会は10時です
傍聴席の定員は33名

傍聴して　　
　　みませんか
市本庁舎４階へお越しください

９月定例会
議　　案　　名 結 果

議員の派遣について（２件） 可決
人権擁護委員候補者の推薦について 同意
平川市国民健康保険条例の一部を改正する条例案 可決
青森県後期高齢者医療広域連合規約の変更について 可決
平川市下水道事業会計資本金の額の減少について 可決
令和６年度平川市一般会計補正予算（第２号）案 可決
令和６年度平川市介護保険特別会計補正予算（第１号）案 可決
令和６年度平川市小和森財産区一般会計補正予算（第１号）案 可決
令和５年度平川市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認定
令和５年度平川市国民健康保険診療施設事業診療所特別会計歳入歳出決算認定について 認定
令和５年度平川市学校給食センター特別会計歳入歳出決算認定について 認定
令和５年度平川市尾上地区住宅団地温泉事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定

令和５年度平川市水道事業会計未処分利益剰余金の処分及び決算認定について 可決及び
認定

令和５年度平川市下水道事業会計決算認定について 認定
各財産区一般会計決算認定について（尾崎、新屋、町居、広船、小和森、石郷、岩館、柏木町、大字大光寺、
平田森、新館、沖館、葛川、吹上・高畑、原田、碇ヶ関） 認定

11月臨時会
議　　案　　名 結 果

工事の請負契約について 可決
財産の取得について 可決

令和６年９月定例会・11月臨時会
審 議 議 案とそ の 結 果（抜粋）

賛 否 が 分 か れ た 議 案 等

水
木
　
悟
志

葛
西
　
厚
平

小
野
　
　
誠

北
山
　
弘
光

葛
西
　
勇
人

山
谷
　
洋
朗

中
畑
一
二
美

石
田
　
昭
弘

石
田
　
隆
芳

工
藤
　
秀
一

福
士
　
　
稔

佐
藤
　
　
保

原
田
　
　
淳

桑
田
　
公
憲

齋
藤
　
　
剛

齋
藤
　
律
子

結
　
果

西十和田トンネル（仮称）の早期建設を求める意見書の提出について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 可決
令和５年度平川市一般会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 認定
令和５年度平川市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 認定
令和５年度平川市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 認定
○：賛成　　●：反対　　欠：欠席　　－：採決に加わらなかったもの　議長（石田隆芳）は採決に加わっていません

編集後記
　令和６年は能登半島地震からスタートし、復旧の
兆しが見えた同地区が９月にまさかの豪雨被害とな
りました。わたくし達はあらためて災害列島に住ん
でいるのだという宿命と覚悟を感じざるを得ません。
　「ひらかわ市議会だより第76号」を市民のみな様に
お届けします。今回も議会の様子を漏れなくお伝えし
たいと欲張った編集になりましたが、これをネタに各
議員への再質問を大いにやっていただければ幸いです。
　日本も含めた世界情勢が、そして地球全体が空回
りや逆転しているのではという錯覚にとらわれる令
和６年でもありました。�
　令和７年巳年は成長と変革、新しいことが始まる年
とあります。みな様にとって素晴らしい一年になりま
すようご祈念申し上げ、筆をおきます。�（佐藤　保）

平川市議会会議録

各議案の詳細はこちら

QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。
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